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安全上のご注意
火災や感電などによる人身事故を防ぐため、次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
注意事項をよくお読みください。製品全般の注意事項が記載されています。

故障したら使わない
動作がおかしくなったり、キャビネットや電源コードなどが破損しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店またはアイワ
の相談窓口に修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げ店またはアイワの相談窓口に修理を依頼してください。

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電・破裂などにより死亡や大けがなどの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、火災や感電などにより死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがをしたり周辺の家財に損害を与えたり
することがあります。

行為を禁止する記号 行為を指示する記号

可燃ガスのエアゾールやスプレーを使用しない
清掃用や潤滑油などの可燃性ガスを本機に使用すると、モーターやスイッチの接点、静電気などの火花、高温部
品が原因で引火し、爆発や火災が発生する恐れがあります。

内部に水や異物を落とさない
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに本体の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げ店また
はアイワの相談窓口にご相談ください。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。
• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
• 熱器具に近づけない。加熱しない。
• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜く。
万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店またはアイワの相談窓口に交換をご依頼ください。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や直射日光のあたる場所には置かない
火災や感電の原因となることがあります。とくに風呂場では絶対に使用しないでください。
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海外では使用しない
交流100Vの電源でお使いください。海外などで、異なる電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。

雷が鳴りだしたら、アンテナや電源プラグに触れない
感電の原因となります。ロッドアンテナ付き製品を屋外で使用中に、遠くで雷が鳴りだしたときは、落雷を避け
るため、すぐにアンテナをたたんで使用を中止し、その後は触れないでください。

ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることがあります。

通風孔をふさがない
布をかけたり、壁などに密接して置いて、通風孔をふさがないでください。過熱して火災や感電の原因となるこ
とがあります。

分解・修理・改造はしない
感電・火災の原因となります。内部点検・調査及び修正はお買い上げ店またはアイワの相談窓口にご依頼くだ
さい。

移動させるとき、長時間使わないときは、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだまま移動させると、電源コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。
長期間の外出・旅行のときは安全のため電源プラグをコンセントから抜いてください。差し込んだままにして
いると火災の原因となることがあります。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因となることがあります。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品が落ちてけがの原因となることがあります。また、置き場
所、取り付け場所の強度も充分に確認してください。

大音量で長時間つづけて聞きすぎない
大きな音量で長時間つづけて聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあります。

幼児の手の届かない場所に置く
CDぶたなどに手をはさまれ、けがの原因となることがあります。お子さまがさわらぬようにご注意ください。
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電池（別売り）についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲による大けがや失明を避けるため、下記の注意事項を必ずお守り
ください。
本機では以下の電池（別売り）をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体上の表示をご確認ください。

乾電池
アルカリ、マンガン

乾電池が液漏れしたとき
乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない
液が本体内部に残ることがあるため、アイワの相談窓口またはお買い上げ店にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で充分洗い、ただち
に医師の治療を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状が
あるときには医師に相談してください。

• 小さい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼児の手の届くところに置かない。万が一飲み込んだ場合は、窒息や胃などへの
障害の原因になるので、直ちに医師に相談する。
• 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れる。
• 充電しない。
• 火の中に入れない。分解、加熱しない。
• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯・保管しない。ショートさせない。
• 液漏れした電池は使わない。
• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないときも取りはずす。
• 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を混ぜて使わない。

• 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中など、高温の場所で使用・保管・放置しない。
• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。
• 指定された種類以外の電池は使用しない。

保証書とアフターサービス
保証書
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。
• 保証期間は、ご入手日より1年間です。

アフターサービスについて
調子が悪いときは
この説明書をもう1度ご覧になってお調べください。

それでも調子が悪いときは
アイワの相談窓口またはお買い上げ店にご相談ください。

保証期間中の修理は
製品保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは製品保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきます。

部品の保有期間について
補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。ただし、故障の状況そ
の他の事情により、修理に代えて製品交換をする場合がありますのでご了承ください。
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まずはじめに
電源を準備する

コンセントに電源コードを接続する

本体背面のAC IN端子へ
付属の電源コードを差し込み、
逆側をコンセントへ
差し込みます。

プラグをコンセントへ

本体背面

乾電池（別売り）を使う場合

• 乾電池でご使用になる場合は電源コードを取り外してください。
• 長時間ご使用になるときや大切な録音をするときは、付属の電源コードをご使用ください。
• 乾電池が消耗してくると、正常に動作しない、音が小さいなどの症状が発生しますので、このような
ときは新しい乾電池と交換してください。

1. 本体背面の電池ふたのツメ（「OPEN」の表
示がある箇所）を押しながら開ける。

2. 単2形乾電池6本（別売り）を入れる。
必ず－側から、＋と－を正しく入れてください。

3. 電池ふたをしっかりはめ込む。
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各部名称
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1

2

3

4
5

6

1  （電源）ボタン 13  （巻戻し）ボタン

2 音量調節ダイヤル 14  （再生）ボタン

3 外部入力端子（AUX IN） 15  （録音）ボタン

4 バンド切替スイッチ（AM/FM） 16 プログラム/時計合わせボタン

5 ファンクション（音源切替）ボタン 17  （停止）ボタン

6 選局ダイヤル 18  （前曲/早戻し）ボタン

7 テープホルダー 19 ディスプレイ

8 FMアンテナ 20 FMステレオランプ

9 CDぶた 21  （再生/一時停止）ボタン

10  （一時停止）ボタン 22  （次曲/早送り）ボタン

11  （停止/取出す）ボタン 23 再生モードボタン

12  （早送り）ボタン
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音量を調節するには
音量調節ダイヤルを回すと、音量を調節できます。

時刻を設定する

1. 電源オフ時にプログラム/時計合わせボタンを2秒以上長押しする。
「12ｈ」または「24ｈ」と表示され、時刻設定モードに入ります。

プログラム/時計合わせボタンを
2秒以上長押しする

時刻設定モード

2.  （次曲）/  （前曲）ボタンを押して、表示形式を「24h」（24時間表示）また
は「12h」（AM/PM表示）で切り替える。

3. プログラム/時計合わせボタンを押す。
4. 手順2～ 3をくり返して、「時」と「分」を設定する。
注意

• 設定中に10秒間操作がない場合は、自動的に設定がキャンセルされます。
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電源を入れる
 （電源）ボタンを押すと、ディスプレイが点灯して電源オンになります。

 （電源）ボタンをもう一度押すと、電源がオフになります。

音源を切り替えるには
お買い上げ時の設定では、電源が入るとCD機能の画面が表示されます。
ファンクション（音源切替）ボタンを押すと音源が切り替わります。

ファンクション（音源切替）
ボタンを押す

CD画面
（曲数表示）

外部入力画面
（AUX表示）

テープ画面
（TAPE表示）

ラジオ画面
（RADIO表示）
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CDを聞く
1. ファンクション（音源切替）ボタンを押してCD画面に切り替える。

ファンクション（音源切替）
ボタンを押す

2.  （開/閉）を押してCDぶたを開ける。
CDぶたは無理に大きく開けようとしないでください。CDぶたが破損するおそれがあります。
ご使用の前に、必ず白い紙を取り外してください。
• 取り外した紙は、破棄していただいてもさしつかえありません。

白い紙を取り外す

3. CDの印刷面を上にして、「カチッ」と音がするまで入れる。
CDはしっかりと装着してください。再生中にカラカラと音が鳴って、正常に作動しない場合が
あります。

カチッ

4. CDぶたを押して閉じる。
CDの読み込みが始まり、ディスプレイに曲数が表示されます。

曲数を表示
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5. （再生/一時停止）ボタンを押す。
1曲目から再生が始まります。

再生を開始 （再生/一時停止）
ボタンを押す

再生中に曲を一時停止するには
 （再生/一時停止）ボタンを押します。

一時停止中は、ディスプレイの  （再生中マーク）が点滅します。
再生を再開するには、もう一度  （再生/一時停止）ボタンを押します。

再生を停止するには
再生中に  （停止）ボタンを押すと再生を停止します。

 （停止）ボタンを押す
曲数表示に戻る

曲を送る/戻すには
 （次曲/早送り）/  （前曲/早戻し）ボタンをくり返し押して、お好みの曲番号を選択します。
 （再生/一時停止）ボタンを押すと選択した曲からCDを再生します。

 （次曲/早送り）/  （前曲/早戻し）ボタンを押す

曲番号
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ラジオを聞く
1. ファンクション（音源切替）ボタンを押してラジオ画面に切り替える。
AMまたはFMの切り替えは、バンド切替スイッチで操作します。

ファンクション（音源切替）
ボタンを押す

2. 選局ダイヤルを回して放送局を選択する。

受信状態を良くするには

AM放送の場合
AMアンテナは本体に内蔵されています。
本機を動かして、受信状態が最も良い向きを
探してください。
室内の場合、窓際の方が良く受信できます。
※ FMアンテナを伸ばしてもAM放送の受信感度は
向上しません。
※ FMアンテナを伸ばすとノイズが入ることがあります。

FM放送の場合
FMアンテナを伸ばして、長さや方向、角度を変えて
受信状態が最も良くなるように調節してください。
FMステレオ放送を良好な状態で受信すると、
FMステレオランプが点灯します。

FMアンテナ
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その他の方法でCDを聞く
リピート/ランダム再生をするには
再生モードボタンを押すたびに、再生モードが以下のように切り替わります。

再生モード再生モードボタンを押す

再生モード 動作 ディスプレイ表示
1曲リピート 再生中の曲をリピートします。 REP（点滅）
全曲リピート CD全体をリピートします。 REP（点灯）
ランダム ランダムに再生します。 MIX
通常再生 通常の再生モードです。 （表示なし）

プログラム再生をするには

1. 停止中にプログラム/時計合わせボタンを押す。
「P01」が表示されたあと、「00」と「PROG」が点滅し、プログラム設定モードに入ります。

プログラム/時計合わせボタンを押す
点滅

2.  （次曲/早送り）/  （前曲/早戻し）ボタンを押して曲を選ぶ。

 （次曲/早送り）/  （前曲/早戻し）ボタンを押す
曲番号を選択
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3. プログラム/時計合わせボタンを押す。
選択した曲がプログラムに設定され、次の曲を選択する画面になります。最大20曲まで設定で
きます。
続いてプログラムを設定するには、手順2～ 3をくり返します。

プログラム/時計合わせボタンを押す
次の曲の選択画面

4.  （再生/一時停止）ボタンを押す。
プログラム再生モードに切り替わり、設定したプログラムの曲順でCDを再生します。

プログラム再生から通常再生に戻るには
再生中に  （停止）ボタンを押すと、プログラム再生を停止します。
もう一度  （停止）ボタンを押すと、プログラムが解除されます。
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テープを聞く

操作をする前に以下をご確認ください
本機ではノーマルテープ（TYPE Ⅰ）をお使いください。
ハイポジション（TYPE Ⅱ）やメタル（TYPE Ⅳ）のテープには対応しておりません。また、エンドレス
カセットテープはお使いにならないでください。
• テープが巻き込まれて故障の原因となることがありますので、鉛筆などで
たるみを巻き取ってからご使用ください。
• 90分を超える長時間テープは通常のテープに比べて非常に薄く伸びやす
いため、機械に巻き込まれるなどトラブルの原因となりますので、本機での
ご使用はおすすめできません。60分以下のノーマルテープをご使用くだ
さい。

劣化していないテープ、汚れのないテープをお使いください
• カセットテープケースの変形や歪み、長期間のご使用でテープが劣化しテープに波打ち・伸びがあ
る場合は、ピンチローラーにテープが絡むことがあり、テープ切れなどの原因となります。
• テープの汚れがひどくなるとヘッドに付着し、音が小さい・音が途切れる・音が出ないなどの症状
が出て、きれいな音で再生や録音ができなくなり、故障の原因となります。

1. ファンクション（音源切替）ボタンを押してテープ画面に切り替える。

ファンクション（音源切替）
ボタンを押す

テープ画面

2.  （停止/取出す）ボタンを押してテープホルダーを開け、テープを入れる。

テープホルダーを
開ける テープを

入れる

たるみ
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3. テープホルダーを押して閉める。

4.  （再生）ボタンを押す。
再生が始まります。

 （再生）ボタンを押す

停止するには  （停止/取出す）ボタンを押します。
また、テープが終わると自動で再生を停止します。

早送り/巻戻しをするには
 （早送り）/  （巻戻し）ボタンを押して、お好みのときに  （停止/取出す）ボタンを押します。

注意

• 再生しながらの早送り、巻き戻しはできません。

再生時のノイズについて
テープの再生では、機械式であるカセットデッキの構造そのものに起因する動作音や、テープ走行時
のヘッドとテープの接触によって発生する「ヒスノイズ」、周辺の機器などからの電磁波をヘッドが拾
うことによって引き起こされる誘導ノイズなど、さまざまな原因によるノイズが発生することがあり
ます。これはテープ特有のものであり、故障ではありません。
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テープに録音する

録音時の頭切れを防ぐために
• テープの両端には「リーダーテープ」と呼ばれる録音でき
ない部分があります（磁体性が塗られていない透明または
乳白色の部分です）。
録音時の頭切れを防ぐため、「リーダーテープ」部分を鉛筆
などで送ってからテープを入れてください。

大切な録音をするときは
• 乾電池使用の状態で録音すると電池残量が足りずに録音できないことがありますので、付属の電源
コードをご使用ください。

テープに録音した内容を消去しないために
• ツメを折ると録音できなくなるので、誤って録音内容を消去してしまうミスを防げます。
• ツメを折ったカセットテープにもう一度録音する場合は、ツメを折った穴をセロハンテープなどで
ふさぐことで録音できます。

ツメ

A面のツメ
A面側

B面のツメ

セロハンテープ
など

注意

• 折ったツメが誤って製品内部に入ると故障の原因となりますので、必ず廃棄してください。

CDの曲を録音する

1. CDを入れ、ファンクション（音源切替）ボタンを押してCD画面に切り替える。

ファンクション（音源切替）
ボタンを押す CD画面

リーダーテープ
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2. CDのお好みの曲を選択し、  （録音）ボタンを押す。
 （再生）ボタンも同時に押された状態になります。

 （録音）ボタンを押す

3.  （再生/一時停止）ボタンを押し、CDを再生する。

再生を開始

録音を停止するには  （停止/取出す）ボタンを押します。

ラジオ放送を録音する
ファンクション（音源切替）ボタンを押してラジオ画面に切り替え、選局ダイヤルでお好みの放送局を
選択し、  （録音）ボタンを押します。
録音を停止するには  （停止/取出す）ボタンを押します。

 （録音）ボタンを押す
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録音/再生および消去ヘッドのクリーニング
テープと接触する面の汚れは、雑音・音が小さい・音が途切れるなどの原因となりますので、定期的（ご
使用時間で約20時間を目安）にクリーニングをしてください。
お手入れは綿棒（市販品）にクリーニング液（市販品）を含ませて、ヘッド部分の汚れを拭いてください。

ヘッド部分

注意

• クリーニング液が完全に乾いてからテープを入れてください。
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外部音源を聞く
外部入力端子（AUX IN）に、他の音楽プレーヤーを接続することで、音声を本機のスピーカーから聞く
ことができます。

1. 外部入力端子（AUX IN）に外部機器を接続する。

外部機器 オーディオケーブル

2. ファンクション（音源切替）ボタンを押して外部入力画面に切り替える。

ファンクション（音源切替）
ボタンを押す

外部入力画面

3. 外部機器を操作して、曲を再生する。



20

使用上のご注意
録音について
• 録り直しの効かない録音の場合は、必ず事前に試し録りをしてください。
• 本機の不具合により録音されなかった場合の録音内容の補償についてはご容赦ください。
著作権について
• お客様が録音したものに著作物となるものが含まれている場合、個人として楽しむなどの他は、著
作権法上、権利者に無断で使用できません。
音量について
• 音源の録音レベルの違いによりラジオ/CD再生時の音量と異なる場合があります。
CDについて
• 本機では円形ディスクのみお使いいただけます。円形以外の特殊な形状をしたディスクを使用す
ると、本機の故障の原因となることがあります。
• Dual Discの再生はできません。
CD-R/CD-RWについて
• 本機は、CD-DAフォーマット*で記録されたCD-R（レコーダブル）およびCD-RW（リライタブル）ディ
スクを再生することができます。ただし、ディスクや記録に使用したレコーダーの状態によって再生
できない場合があります。

* CD-DAはCompact Disc Digital Audioの略で、一般オーディオCDに使用されている、音楽収録用
の規格です。

著作権保護技術付き音楽ディスクについて
• 本機は、コンパクトディスク（CD）規格に準拠した音楽ディスクの再生を前提として、設計されてい
ます。最近、いくつかのレコード会社より著作権保護を目的とした技術が搭載された音楽ディスク
が販売されていますが、これらの中にはCD規格に準拠していないものもあり、本機で再生できない
場合があります。
CDの取り扱いかた
• 文字の書かれていない面（再生面）に触れないように持ちます。
• 紙やシールなどを貼ったり、傷つけたりしないでください。
CDのお手入れのしかた
• 指紋やほこりによるCDの汚れは、音質低下の原因になります。いつもきれいにしておきましょう。
• ふだんのお手入れは、柔らかい布でCDの中心から外の方向へ軽く拭きます。汚れがひどいときは、
水で少し湿らせた布で拭いたあと、さらに乾いた布で水気を拭き取ってください。
長時間テープをお使いのときは
• 90分を越えるテープは薄く伸びやすいテープです。停止、早送り、巻戻しなどをくり返すと、テープ
が機械に巻き込まれる場合がありますので、ご注意ください。
劣化していないテープ、汚れのないテープをお使いください
• テープの汚れがひどくなるとヘッドに付着し、音が小さい・音が途切れる・音が出ないなどの症状
が出て、きれいな音で再生や録音ができなくなり、故障の原因となります。
エンドレスカセットテープについて
• エンドレスカセットテープはお使いにならないでください。テープが巻き込まれる可能性があり
ます。
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主な仕様
CDプレーヤー部 チャンネル数  2チャンネルステレオ

サンプリング周波数 44.1 kHz
再生可能ディスク  音楽CD、CD-R/RW（CD-DAフォーマット記録ディスク）

ラジオ部 受信周波数  FM：76～ 108 MHz　ワイドFM対応
  AM：522～ 1620 kHz

カセットテープ
レコーダー部

トラック方式  4トラック、2チャンネルステレオ
早送り/巻き戻し時間 約3分（C60片面）
推奨テープ  ノーマルテープ60分以下

共通部 電源  家庭用電源（AC 100 V　50/60 Hz）
 単2形乾電池6個使用（DC 9 V）（乾電池は別売りです）

スピーカー  フルレンジ 7 cm（8Ω）×2
実用最大出力  2.0 W＋2.0 W
入力端子  外部入力端子（Φ3.5 ステレオミニ）
電池持続時間  CD再生時 約8時間、FM受信時 約14時間、

 テープ再生時 約10時間（アルカリ乾電池使用時）
消費電力*1  12 W
待機消費電力  0.8 W
最大外形寸法  295 mm（幅）×148 mm（高さ）×205 mm（奥行）

 （突起物は含まない）
質量  約1.7 kg（乾電池含まず）

*1　（社）電子情報技術産業協会「JEITA規格」による測定値

同梱品 本体（1）
電源コード（1）
取扱説明書/保証書（本書）



22

故障かなと思ったら
症　状 ご確認ください

電源が入らない  ➡電源コードがAC IN端子とコンセントにしっかりと差し込まれ
ていますか。
 ➡乾電池で使う場合、乾電池が正しく入っていますか。
 ➡乾電池で使う場合、乾電池が消耗していませんか。
 ➡乾電池で使う場合、電源コードをAC IN端子から抜いています
か。

音が出ない  ➡ファンクション（音源切替）ボタンで正しい音源を選択してい
ますか。
 ➡音量調節ダイヤルが最小になっていませんか。
 ➡CDの再生が一時停止状態になっていませんか。
 ➡外部機器の音源を聞く場合、正しく接続されていますか。

雑音が入る  ➡近くで携帯電話など電波を発するものを使用していませんか。
 ➡テレビや蛍光灯の近くでAM放送を受信していませんか。雑音
が入ることがあります。また、テレビの近くで本機を使用すると、
テレビの画面が乱れることがあります。このようなときは本機
をテレビから離してください。

CDの再生が始まらない  ➡CDぶたが閉まっていますか。
 ➡CDの文字のある面を上にしていますか。
 ➡CDまたはレンズがひどく汚れていませんか。
 ➡規格外のディスクが入っていませんか。
 ➡ファンクション（音源切替）ボタンでCD画面にしていますか。

CDの音が飛ぶ  ➡結露状態になっていませんか。
 ➡レンズがひどく汚れていませんか。
 ➡強い振動を与えていませんか。
 ➡CDに大きなキズやひどい汚れはありませんか。
 ➡布団の上など、不安定な場所に置いていませんか。

CDを入れても「no」と表示
される

 ➡CDの文字のある面を上にしていますか。
 ➡CDが汚れていませんか。
 ➡CD-R、CD-RWを再生する場合、CDがファイナライズ処理さ
れていますか。

テープで再生/録音ができ
ない

 ➡ヘッドが汚れていませんか。クリーニング液（市販品）やクリー
ニングカセット（市販品）等で清掃してください。
 ➡古いテープを使用していませんか。テープの伸びや磁気記録
の劣化などによって正常に再生されない場合があります。テー
プを交換してください。

テープが入らない
テープホルダーが閉まらな
い

 ➡テープの向きが上下逆になっていませんか。テープの見えて
いる方を上にして入れてください。
 ➡テープが正しく入っていますか。正しく挿入してください。

テープが走行しない  ➡不良品のテープを使用していませんか。テープを交換してく
ださい。
 ➡テープが全部巻き取られていませんか。テープの裏表を入れ
替えてください。
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症　状 ご確認ください
録音ボタンが押せない  ➡ツメの折れたテープを装着していませんか。テープを取り替

えてください。また、録音し直すときは、セロハンテープで誤
消去防止穴をふさいでください。

録音ボタンがロックできな
い

 ➡不良品のテープを使用していませんか。テープを交換してく
ださい。

音が途切れる
音程が狂う
消去が不完全

 ➡ヘッドが汚れていませんか。クリーニング液（市販品）やクリー
ニングカセット（市販品）等で清掃してください。
 ➡ハイポジションやメタルテープを使用していませんか。ノー
マルテープを使用してください。
 ➡乾電池が消耗していませんか。乾電池を交換してください。

録音ができない  ➡テープのツメが折れていないか、確認してください。ツメの折
れているテープには録音できません。

それでも解決しない時は…  ➡アイワの相談窓口にご相談ください。



CDラジオカセットレコーダー
CSD-30


